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 第 5・第 6研究の結果から、夜の運転回避、混雑した道路の回避、全体的な運転回避は、安全で
有効であるうえ、生活面での悪影響はないことから、積極的に推進することが重要であることが示
された。 
 これらの結果を総括して、運転の継続を希望する高齢者を対象とした教育・支援、運転中止をす
べき高齢者に対する教育・支援について提言がなされた。 
 
審査の結果の要旨 
 
(批評)  
 本研究は、高齢者における運転の自己調整行動について、推進方法および推進すべき内容を、多
数例への調査結果に基づいて明らかにした。その際、確立した心理学的理論を用い（第 1 研究）、
運転中止と運転目的・認知的要因の関係に着目（第 2研究）、SRDと運転目的の関係に着目（第 3
研究）、SRDを推進する支援場面のうち個別的な場面に着目（第 4研究）した点に新奇性が認めら
れる。また、SRDの生活面への影響（第 5研究）、安全面への影響（第 6研究）については、従来
未解明であったところ、推進すべき SRDの内容を示すことができた点が評価できる。 
 
 平成２８年２月４日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
 よって、著者は博士（生涯発達科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。
 
